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めっきりと陽が短くなってまいりました今
日この頃ですが，同窓会会員の皆様におかれ
ましては，ご健勝でご活躍のこととお喜び申
し上げます。
埼玉医科大学の第一期生が卒業されたの

が，今から 30 年前。その後，設立の必要性
にせまられ生まれた埼玉医科大学同窓会も，
創立 25 周年を迎えるはこびとなり実に感慨
深いものがあります。
この四半世紀を振り返ると，同窓会発足当

時は皆，他大学に負けない医科大学にしたい
と意気込んでいたような気がいたします。し
かし時には「新設医科大学」だけの理由で，
とかく世間からは冷ややかな眼で見られて悔
しい思いもしました。おそらく大学側も，ど
の様にしたらより良く効率的な教育ができる
のかと模索しながらの運営であったのでしょ
う，当時のカリキュラムは年々変わることが
多く学生も混乱しました。さらに我々は，医
師国家試験合格率の辛くて長い低迷期をも経
験いたしました。我々同窓会はその低迷期脱
出ができなければ，今後この大学の対外的な
大学評価は地に落ちてしまうのではないかと
の大きな危機感を持ち，国試浪人対策勉強会
をはじめできるだけのサポートを継続してま
いりました。時としてこの会報を利用して大
学側に苦言を述べさせていただいたこともあ
りましたが，おそらくは我々を指導された先
生方も同じような気持であったと推察いたし
ます。このような紆余曲折を経ながらも教職
員が一丸となって努力した結果でしょうか，

大学は次第に変わってまいりました。ご存知
のように最近の大学の発展はめざましいもの
があり，同時に学生の国家試験合格率も常に
高位置をキープすることができ，光輝く魅力
ある大学となってまいりました。
さて，本学本部棟 2階の会議室前に，堂々
たる木彫りの書「温故知新　牛歩道人」が掲
げられております。この有名な孔子の言葉は，
「古きをたずねて新しきを知る」の意であり
ますが，昔の出来事，古い物事の中に今に通
じる新しい価値や意義を見出すことでありま
す。牛歩道人とは立派な髭を蓄えられた初代
解剖学教授の金子丑之助先生の雅名でありま
す。医学生としてはじめて解剖学のバイブル
といわれた先生の名著（教科書）を抱え，解
剖学の講義を拝聴したときに，良い医師にな
りたいと胸躍らせた同窓は私だけではないは
ずです。今回，創立 25 周年記念号を刊行す
るにあたり，埼玉医科大学の創成期を支え続
けながら，我々学生を親身になってご指導を
していただいた恩師の先生方に「温故」とし
ての苦労話，そして，今の埼玉医科大学にお
いてもっとも新しい場所，国際医療センター
で活躍されている同窓生に「知新」としての
現状を語っていただくように原稿依頼をさせ
ていただき，それを並列に配置いたしました。
これからの埼玉医科大学および埼玉医科大学
同窓会の将来の発展を考える上で参考になる
のではとの思いで企画いたしました。どうか，
興味を持ってお読み下さい。
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